
令和５年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第８号）について 

 

歳入歳出それぞれ １，８６０万６千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を ３０２億３，４１８万２千円とするものです。 

 

〇主な内容                    【担当課】 

総務費（４，５３６万７千円） 

・市債管理基金積立金              ２億円  財政課 

後年度の市債の償還に必要な財源を確保するための増 

 

民生費（２億８，６１０万５千円） 

・物価高騰緊急支援給付金事業    ５，０４０万４千円  地域福祉課 

令和５年度における個人住民税が非課税の世帯に対し、当該世帯において扶養

されている１８歳以下の児童一人あたり５万円を支給するための給付費及び給

付事務費の増 

・物価高騰緊急支援給付金事業（住民税均等割のみ課税世帯） 

                ３億５，７１８万３千円  地域福祉課 

令和５年度における個人住民税が均等割のみ課税されている世帯に対し、１世

帯あたり１０万円を給付するとともに、当該世帯において扶養されている１８

歳以下の児童一人あたり５万円を支給するための給付費及び給付事務費の増 

 

衛生費（△１億５，６４６万７千円） 

・新型コロナウイルスワクチン接種事業 

                 △７，４３７万４千円  健康推進課 

ワクチン接種の実施見込みの精査などによる費用の減 

 

農林水産業費（△５，７３１万２千円） 

・「輝け！ちばの園芸」次世代産地整備支援事業 

△１，５９９万３千円  農林振興課 

補助金の申請の取り下げなどによる費用の減 

 

土木費（△２，３３０万４千円） 

・木造住宅耐震化促進事業     △１，１７２万５千円  都市整備課 

木造住宅の耐震設計監理工事に係る補助金の支給見込みの精査などによる費用

の減 

 

教育費（△７，７５４万４千円） 

・小学校施設管理事業       △３，２４３万８千円  教育総務課 

電気契約の見直しによる光熱費の執行見込みの精査などによる費用の減 


